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東京疑政ズ家政　o 島 弓智,t. f　 島田:!Li　痛･ に-tあ　高 月旬 多
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柘 暑　 徊 口ず亥振 祀･て･7ヽ 糎 々●ｱ方宏r' 馮-a. p~， 命蚕・ヽ ら●･蓼 吹一撮t. 奢 嶮 を君£ ら<K

d ， 掌 厨/- つ丿?  り ，尊房 にA 邱関･T 鉢 め ら八ぢ やヽ , r^.

C－54   如服製作上におiする問題鳶,・ 解明　 第一報　　 羽織 の衿擦りについて

芸か女姓 大　　o 吉剛 費子 綬旧徳子　宮里.･h脊

〈 回的 〉和賑t  i心iit るf< 眼形毎 ＼1. S^t-t! れて久しい．L  nヽ し. その裁断-．複製 ．仁上

'fbi ■ヽ. 「て裂作｣=.の扱命は．従 栗の棟瞼や習傾に紳b 所 が'大きい. 反面. 棟 賑が`学間的に

取 り筰幻iK ている今日 檀 成`に関する理輸ii 解明の可能性t 有ずる部 分=し恥 ．`

今 回ば．瑞 戯ヽ．衿に基 部し. その合理的な打り方t 研発しrて.

〈 方渚 〉i 喇 獅 ．衿 先・^±･1L‥ 布の重なりを衿・)形毎に及ぼず条件とし希岫の位置移勤

t 横町面ぼにより棟討 して．今怯 ．衿禰1. つ引 く．・ﾄ衿のひかえを変叡にし そ<nt0関々
4系の式`を考粟しTて。

J))rr-l-られXて式に．仕意･の数 値乞代` ^し. 布地による央践ti叫 ，上紀 の和 牛について羞
不意£検t しrこ.

〈 結果 〉r) 吊の重なり位置を衿恪の申Its . 衿 つ･す側とに大きく分けよそ紅ぞれに也必す

る式を.求めるごとにより. 羽織 の衿 の冶理ヽ的は擲り方が恥1月でvさr-。

ii)i)r隣りtr て式V峡 卑fi7で商単に応用て？^ こヒ哨g-められfこ．


